
醒じい寧入れで、轟く使えるものに

熱蒼晶翁書Å継簿寵くふくだt替で十簿

な、だんの手入れは、柔らかい布で軽くな、いた

り、靴と同じようにブラッシングして、ホコリをは

らったりする程度で十分で曳 汚れに気づいたら、

鞄やハンドバッグ専用のクリーナーを布につけ

て軽くな、き、汚

れを落としてく

ださい。

クリーナーは

塗りすぎるとシ

ミになることも

ありますので、

目立 たないと

ころで試してか

ら使うようにしましょう。最近は素材や加工方法

が多様化しているので、十分にご注意ください。

定期的に正しいお手入れをすれば、皮革製品は、

いつまでもされいなままで使うことができま曳
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手入れに必要な道具とこま

クリーナ串

汚れやクリームなどを落とすために使いま曳

鞄やハンドバッグ用、柔らかい皮草用、エナメル

革用など、それぞれの皮革の用途や性質に合わ

せた専用のものがあるので、専門家や専門店な

どに相談しましょう。スエ
ードやヌバック、べ回ア

などの起毛タイプの皮革には、消しゴムタイプ

や天然ゴムタイプのクリ
ーナーがありま抗 軽く

こすって汚れを落とすようにしましょう。

,響キ畠

クリームは皮革に栄養と光沢を与え、しなや

かにしてくれるもので曳 皮草の老化を防ぐとい

う働きもしま曳 クリ
ーナー同様、鞄やハンドバッ

グ用、卜カゲ車やヘビ革などは虫類革用のもの、

紫外線をカットする成分を含んだぬめ革用の

ものなど、それぞれの皮車の用途や性質に合わ

せた専用のものが販売されているので、正しく

選んで使用してください。

|



麟藤スプ移串

皮革製品は雨や湿気が苦手で孔 ですから皮

革製品を買ったら、使用する前に、防水スプレー

で水や汚れから保護するようにしま曳 鞄やハン

ドバッグの使用頻度にもよりますが、防水スプ

レーの使用は月に1回程度が一般的で曳

プ器シ

ほこりや汚

れを落とす際

に用いま曳 ス

エードやヌバッ

ク、ベロアなど

の起毛タイプ

の皮革には、専用のブラシがあるので、それで

毛の間のほこりや汚れなどを落としま帆

風ボンジ・覇

クリーナーやクリームを塗ったり、汚れを落と

したりするときなど、幅広く使われま曳 スポン

ジも布も柔らかいものを選びま曳 なお、布は市

販のものもありますが、使い古したTシ ャッなど

を再利用してもいいでしょう。

逐2

早めの手王ックで尊いつ畿でも襲じく

水で濡れた越番tま

鞄・ハンドバツグ・小物の皮革製品が、水で濡

れたときは、すぐに乾いた布などで水分をな、き

取ります。そして、型崩れしないように紙などを

つめてから、陰干しします。

直射日光やドライヤ
ーなどでの乾燥は、変形、変

質、変色につながるので、絶対に避けてください。

ネジがゆるんだら

回金などのネジがゆるんだら、専用接着剤を

ネジにつけたうえで、しつかりとネジを留めま抗

韓の縮が態が純施犠

市販の専用接着剤で接着しま抗

製品の手入れと保管
ンンンン、



寵爾畿趨撥尊鶏賊桂鱗いで繰管を

畿寵議鹸量畿摯電隷犠寵輩を

鞄やハンドバッグなどを保管する場合には、新

聞紙を丸めてちょうど入る大きさにし、もう1枚

の新聞紙でくるんで、さらにキッチンペーパーで

包み、それをそれぞれの鞄やハンドバッグにつめ

ま曳 こうすることで型崩れを防ぎ、中の湿気を

取るのにも役立ちま

す。そのうえで不織

布のように通気性

のいい素材の袋に

入れ、直射日光の入

らない、風通しのい

い場所で保管しま攻

轟轟轟鶴簿懇

畿響犠畿怒電から

皮革製品を長期

間保管するときは、

まず、カビの栄養分

になってしまう汚れやホコリをできるだけ取り除

くことが大切です。汚れた部分や金属部分のく

もりなどをな、き取り、陰干しにして、少し乾かし

てから保管するようにしま帆

癒範館入りの農韓襲轟稜鶴譲替て苦

どんなにお気に入りの靴やハンドバッグであっ

ても、使い続けていると疲れてしまいま曳 だか

ら、時々は休ませるようにしてください。複数の

鞄やハンドバッグを交代で使えば、型崩れの心配

も少なくなるはずで曳 良質な皮革を使った製品

ほど、持つ人の配慮が必要になってきます。

製
品
の
手
入
れ
と
保
管
ン
、
熙
熙
熙
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熙ン鶴轟ヲ饉饉龍鮭鞭鶴醸灘癬襲轟騒

縄イジレグ艤麓轟鰹鍮鶴襲じ鰺

丁寧につくられたいいものを選び、愛着をこ

めて大切に長く使うというライフスタイルが、ま

すます大きな支持を得る時代になっていま抗 そ

れとともに、そうして使い込まれたものの方が、

買ったばかりの新品よりも味わいがあって魅力

的、という価値観も育ってきていま曳

こうしたエイジングの魅力を最も具現化しや

すいのが皮草製品といえるでしょう。使うにつれ

て、だんだんと柔らかく手や体になじんでくるし

なやかさ。滑らかさを増す手触り。深まるツヤや

色合い。思わぬ色味の変化もまた楽しみで曳 こ

れらの特性は特にタンニンなめしの革や染料染

めの革において顕著に見られま抗

皮革製品の大きな魅力であるエイジングを、

もっと多くの人たちに伝えたいものです。

輿覇畿轟癒亀アン議量ギジング鼈

エイジングとは全く逆に、皮革製品にはアンチ

エイジングも必要で曳 皮革製品のアンチエイジ

ングは、基本的にはお肌の手入れと一緒。汚れ

を落とし、乾燥を防く
｀
ためにクリームで保湿する。

こうした簡単な手入れをすることで、皮革製品は

いつまでも使うことができるようになります。

エイジングを楽しむためにも、ぜひアンテエ

イジングを実行し、皮革製品を美しく保ってくだ

さい。

製
品
の
手
入
れ
と
保
管
、
熙
熙
ン
、


